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聴覚フィードバックを付与した耳掃除の提案 
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他人の耳穴を掃除する行為は，掃除目的のみならず親密なコミュニケーションを目的として広く行われている．しか

し視覚・聴覚的手がかりが乏しく，主に耳かき具から伝わる触覚を頼りに行わなければならない．そのため耳穴内で
の耳かき具の動きを把握し難く，耳穴を傷つける危険がある．一方で視覚手がかりを与える内視鏡は耳掃除にはコス
トが高い．そこで我々は，耳かき具で皮膚を擦る音を耳掃除者にフィードバックすることを提案する．これにより耳

掃除の安全性および作業効率を向上させることを試みる． 
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Ear cleaning is familiar for Asian people not only for medical care but also for relaxation and communication. However, cleaning 

the other person’s ear has a risk of injure because it is difficult to grasp movement and position of the earpick. Since the visual 

and auditory cues are limited, users must rely only on somatosensory cues. On the other hand, endoscope to see inside the ear is 

expensive. In this study, we propose auditory feedback of earpick interaction to provide additional cue. Our developed device is 

composed of microphone and earphone to catch and replay the sound associated with ear cleaning in real-time. We envision that 

this technique would improve safety and efficiency of ear cleaning. 

 
 

1. はじめに   

 耳掃除は外耳道の耳垢除去を目的として日常的に行わ

れている行為の一つである．耳掃除は多くの場合自分自

身で行うが，他者に行ってもらう場合もある．例えば幼

児の場合は自分自身で行うことは危険であり，親が代わ

りに耳掃除を行う．また耳掃除は親密なコミュニケーシ

ョンのいち手段という側面もあり，女性店員が男性客の

耳掃除を行う耳掃除専門店[1][2]も存在する． 

 しかしながら，特に他者の耳を掃除する場合は耳かき

具の挙動を把握することが難しく，耳を傷つけてしまう

危険性が高い．成人の外耳道は平均幅 6mm，奥行き 30mm

程度[3]と小さく，一般的な耳かき具で他者の耳を掃除す

る場合，耳の中を目視することは困難である．また聴覚

的手がかりも乏しいため，耳かき具から手に伝わる触覚

的手がかりのみを頼りにして耳かき具の動きを把握しな

ければならない．耳かき具に加える力の加減が難しく痛

みを与えてしまう，外耳道は薄い皮膚で覆われているた

め傷つけてしまう等の恐れがある． 

さらに子供の耳掃除を行う場合は，耳掃除を嫌がり暴

れることがあるため危険性はさらに高まる．子供は新陳

代謝が活発で耳垢が溜まりやすいため，親が子供の耳掃

除を行う機会は多いが，実際に子供の耳掃除中の事故は
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多発している[4]． 

 そこで我々は，他者の耳掃除を行う際の安全性を高め

ることを目的として聴覚フィードバックを付与した耳か

き具を提案する．図 1 に本システムの使用風景を示す．

耳かき具で外耳道を擦る音を耳掃除者にフィードバック

することにより，耳掃除者が耳かき具の動きや外耳道の

状態を把握しやすくなると考えた．これにより耳掃除に

おける安全性や作業効率の向上が期待される． 

 

 

図 1 システムの使用風景 

2. 先行研究 

 Yao らは関節の内鏡検査での小さな傷の検出において，

触覚・聴覚フィードバックが有効であることを示してい

る[5]．また金らは筆記音のフィードバックにより，字の

なぞり書きの筆記量が向上したと報告している [6]．ロ
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ボットを用いた遠隔手術においても触覚・聴覚フィード

バックが提案されており，手術器具に生じる振動や音と

いった手がかりにより操作性を高めている[7][8]．これら

の知見から，聴覚フィードバックの付与は作業対象の状

態を把握し易くするとともに，作業効率も向上させる効

果があると考えられる．したがって耳掃除においても聴

覚フィードバックの付与により同様の効果が得られる可

能性がある． 

耳かき具は既に様々なものが販売されており，他者の

耳掃除を行う際に耳穴内を見やすくする耳かき具も多数

存在している．例えば先端が光る耳かき具[9][10]や内視

鏡を搭載した耳かき具が販売されている[11]．これらの

耳かき具も耳掃除の安全に貢献しているものの，先端を

光らせるタイプは耳かき具の状態によっては耳穴の中が

見えにくく，また内視鏡はコストが高いといった問題が

ある． 

視覚を補う耳かき具が多数存在している一方，聴覚を

補う耳かき具は我々の知るかぎりでは存在しない．音で

あれば耳かき具の状態や耳掃除者の視点によらずフィー

ドバックが有効であり，また内視鏡などに比べ低いコス

トで実現できると考えられる． 

 

3. 耳かき音フィードバックシステム 

3.1 システム構成 

 耳かき音フィードバックシステムの外観を図 2 に，シ

ステムの構成を図 3 に示す．本システムは小型シリコン

マイク（KNOWLES 社製 SPU0409HD5H-PB），竹製耳か

き具，増幅回路，イヤホンで構成される．マイクを竹製

耳かき具の先端から約 30mmの位置に接着剤で接着した．

この位置にマイク装着した理由は，成人の外耳道の長さ

が約 30mm [3]でありマイクが耳掃除を阻害しないよう

にするためである．マイク以外に圧電フィルム等を利用

することも考えられるが，試行した結果最も高音質に記

録できる手法としてマイクを採用した． 

ユーザ（耳掃除者）はイヤホンを装着した状態でマイ

ク付き耳かき具を用いて他者の耳掃除を行う．耳かき具

で外耳道を擦ると音が発生し耳かき具に伝わる．この音

をマイクで取得，増幅後イヤホンからリアルタイムに出

力する．  

 

 

図 2 耳かき音フィードバックシステムの外観 

 

 

図 3 システムの構成 

 

3.2 動作テスト 

筆者を含む 3 名で本システムを体験したところ，全員

が自分自身の耳を掃除しているときと同じガサゴソとし

た音が聞こえるというコメントが得られた．また１名の

使用者からはフィードバック音に対してくすぐったさを

感じるというコメントが得られた．人は耳近傍で発せら

れる音を聞くとくすぐったさを感じることが知られてお

り[12]，本フィードバック音でも類似の現象が生じたと

考えられる．  

 

4. おわりに 

 本稿では耳掃除の安全性と作業効率向上を目的として

聴覚フィードバックを付与した耳掃除を提案した．さら

に耳掃除の際に生じる音を取得し，耳掃除者にフィード

バックするシステムのプロトタイプを製作した． 

今後は提案手法が耳掃除において安全性や作業効率向

上に有効であるかを医療手技練習用の耳の模型を用いた

実験で確認する予定である．また電子回路の小型化を行

い，耳かき具に組み込むことで実用性を高めることを検

討している．さらに耳穴内の見えを改善する耳かき具と
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の統合や触覚的フィードバックの付与によって，より安

全性が高く，効率的に耳掃除が行える耳かき具の実現を

目指す． 
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